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渡部雅博:1998年度 「藻類談話会」参加報告

1998年 11月14日(土)午後，恒例となった ii菜類談 回の講演や研究発表は大きな刺激となりました。

話会」が秋の観光シーズンで賑わう京都市で開催され 研究発表会終了後は会場 l階のスペシャルルームで

た。会場の京大会館には近畿の府県のみならず徳島，広 懇親会となりました。

島などの四園地方，中国地方からの参加者もあり，計約 なお次回の藻類談話会の開催地は奈良女子大学と言

40名ほどの集まりとなりました。プログラムは以下の通 う事です。次回も是非参加させていただきたいと考え

りです。例年は研究者による講演だけでしたが，今回か ております。

らは新たに若手研究者や大学院生による研究発表会も加 最後になりましたが，毎回幹事としてお世話いただ

わり，より一層充実した内容となりました。 き，この度の報告に|努し写真を提供していただきました

私自身，海洋関係に関わりが深い事もあり，ふたつ 京都大学総合人間学部の幡野恭子氏に感謝いたします。

の題目に注目していました。ひとつは，瀬戸内海区水

産研究所の内田先生による有害渦鞭毛深の話です。有

害赤潮生物として近年，最も注目を集める渦鞭毛諜の

Heterocapsa circulansquamaは瀬戸内海で、も発生例があ

り， 98年は広島湾でのカ キの養殖にも大きな被害を も

たらしたのは有名な話であります。本種が大発生する

ための水温や塩分濃度などの生理的条件や，他の植物

プランクトンへのアレロパシー効果をはじめとする生

態系での相互作用など，実に興味深い内容でした。

ふたつ自は，神戸大学大学院生である佐々木秀明氏

の褐藻ツルモの分布と分子系統に関する研究です。こ

の中で氏は日本国内のみならず世界各地から計 18産

地のツルモを用い解析を行い，ツルモについて三つの

グレードが形成されると述べられていました。

日本国内でも北海道南部の木古内のものと兵庫県北

部の今子浦のものが別系統であるという指摘でした。

私は学生時代には木古内で，現在は山陰海岸の生態調

査でツルモを見ていることもあり，これらが種レベル

で違う可能性があるという話を身近な事例として受け

止めておりました。また，全体的に研究法として生化

学的なやり方が主流になってきていると感じました。

日頃，その種の分野にふれる機会が少ない私には，今

研究発表会風景

懇親会でのひとこま

プログラム

・講演会 1福i幸秀哉(京都大-農):クラミドモナス

における COヲ環境応答遺伝子 2村上明男(神戸

大 ・内海域):ラン藻光合成系の環境応答， 3内田

卓志(瀬戸内海区水産研究所):;有害渦鞭毛藻

Heterocapsa circularisquamaの生理生態について

・研究発表会 l波法一生 ・江原 恵(阪大・理):藻

類ミトコンドリア COXIでみられた感染力のある

転移性イントロンについて a.緑藻 Clorella

vulgaris， Scenedesmus quadricauda， Protosiphon 

botryoidesのgroup1 intronについて b.ハプト藻

PavJova Juteri，珪藻 ThaJassiosiranordenskioJdiiの

groupII intronについて 2田中靖子(奈良女大

理): Scenedesmusのゴルジ体を中心とした小j泡輸

送に関与す る細胞骨格系の解析， 3武田 徹

(近畿大・ j長)藻類における活性酸素消去系の分子

特性 4佐々木秀明 (神戸大・自然科学)褐藻ツ

ルモ(コンブ目)の分布 と分子系統について 5

安元美奈(徳島大 ・薬)イカダモの形態に変化を

もたらすミジンコのカイロモン
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